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新
た
な
年
を
む
か
え
、
毎
年
恒

例
の
２
０
１
１
年
１
月
１５
日（
土
）

新
年
旗
び
ら
き
を
日
暮
里
ホ
テ
ル

ラ
ン
グ
ウ
ッ
ド
で
開
催
し
ま
し

た
。来

賓
は
、
�
飾
区
青
木
区
長
を

は
じ
め
、
各
政
党
・
団
体
か
ら
４５

人
の
方
々
が
参
加
。
�
飾
支
部
か

ら
は
、
各
分
会
の
代
表
で
１
７
０

人
の
組
合
員
が
参
加
し
、
あ
わ
せ

て
２
１
５
人
の
出
席
で
行
い
ま
し

た
。星

谷
委
員
長
か
ら
は
、
厳
し
い

環
境
が
取
り
巻
く
組
合
の
現
状
を

お
話
い
た
だ
き
な
が
ら
も
、「
明

る
く
、
元
気
で
地
域
に
認
め
ら
れ

る
、
分
会
の
活
性
と
、
そ
の
機
能

を
最
大
限
に
生
か
せ
る
東
京
土
建

�
飾
支
部
を
前
進
さ
せ
る
２
０
１

１
年
に
し
た
い
も
の
で
す
。」
と

今
後
の
躍
進
を
私
た
ち
自
身
で
つ

か
ん
で
い
こ
う
と
あ
い
さ
つ
が
あ

り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
東
京
土
建
本
部
・
各

近
隣
支
部
・
青
木
区
長
・
各
政
党

・
協
力
団
体
の
ご
紹
介
と
あ
い
さ

つ
を
い
た
だ
き
、
芳
井
副
委
員
長

に
よ
る
乾
杯
の
発
声
で
歓
談
の
時

を
過
ご
し
ま
し
た
。

余
興
で
は
、
新
年
に
ふ
さ
わ
し

く
獅
子
舞
、
そ
し
て
ロ
シ
ア
民
謡

の
演
奏
と
歌
が
楽
し
い
時
間
を
よ

り
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

第
５８
回
�
飾
支
部
定
期
大
会

は
、
１１
年
４
月
１０
日
（
日
）
に
、

テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
か
つ
し
か
で
開
催

し
ま
す
。

◆
代
議
員
お
よ
び
特
別
代
議
員
定

数
に
つ
い
て

１１
年
３
月
１
日
付
人
員
（
２
月

２４
日
登
録
人
員
）で
確
定
し
ま
す
。

☆
代
議
員
�
基
礎
代
議
員
１
人
に

加
え
て
、
分
会
人
員
４０
人
に
１
人

（
端
数
２１
人
以
上
で
１
人
追
加
）

☆
特
別
代
議
員
�
分
科
会
数
に
満

た
な
い
分
会
で
１
人

な
お
、
支
部
４
役
、
常
任
執
行

委
員
、
分
会
長
も
分
会
代
議
員
数

の
中
に
含
み
ま
す
。

◆
大
会
諸
役
員

別
途
、
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
登
録

し
、
各
委
員
長
は
互
選
で
決
定
。

◆
役
員
立
候
補
お
よ
び
定
数

委
員
長
（
１
）
※
中
執
兼
任

副
〃
（
４
）

書
記
長
（
１
）

同
次
長
（
３
）

常
任
執
行
委
員
（
９
）

会
計
監
査
（
２
）

執
行
委
員
（
分
会
長
）
は
分
会
選

出
と
し
ま
す
。

※
会
計
監
査
を
除
い
た
以
上
の
役

職
は
、
１１
年
４
月
１
日
現
在
、
満

６５
歳
未
満
と
し
ま
す
。

※
立
候
補
〆
切
り
は
２
月
２８
日

（
月
）
午
後
５
時
ま
で
支
部
に
所

定
の
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
、

捺
印
し
て
提
出
。

◆
大
会
表
彰

所
定
の
用
紙
に
記
入
し
て
２
月

２８
日
ま
で
に
支
部
に
提
出
。

以
上
詳
細
は
支
部
執
行
委
員
会

を
通
じ
て
分
会
に
お
知
ら
せ
し
、

不
明
の
点
は
大
会
事
務
局
ま
で
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

日
時
…
２
月
２３
日
（
水
）

〜
３
月
１０
日
（
木
）

午
前
１０
時
〜
午
後
４
時

※
土
日
は
除
き
ま
す
。

場
所
…
�
飾
支
部
会
館

３
階
大
会
議
室

持
参
…
平
成
２２

年
度
の
収
支
の

わ
か
る
も
の
・

生
命
保
険
等
の

各
種
控
除
証
明

書
・
昨
年
の
確

定

申

告

書

（
控
）
・
印
鑑

旗
び
ら
き
の
恒
例
行
事
の
拡
大

表
彰
で
は
、
１
年
間
で
実
増
し
た

４
分
会
（
本
田
・
柴
又
・
北
水
元

・
幸
田
）
へ
、
齋
藤
組
織
部
長
か

ら
表
彰
が
あ
り
ま
し
た
。

１
月
１
日
付
の
分
会
人
員
が
、

平
成
２２
年
１
月
１
日
付
の
分
会
人

員
と
比
べ
て
増
え
て
い
る
分
会
が

対
象
で
、
今
回
は
、
４
分
会
の
み

な
さ
ん
全
員
が
壇
上
に
あ
が
り
ま

し
た
。
苦
し
い
１
年
間
で
各
分
会

が
苦
し
む
中
、
着
実
に
分
会
人
員

を
増
や
し
た
功
績
を
た
た
え
、
会

場
か
ら
は
盛
大
な
拍
手
が
お
こ
る

場
面
も
。
実
増
を
果
た
し
た
４
分

会
か
ら
は
、「
今
年
も
拡
大
が
ん

ば
り
ま
す
」
と
力
強
い
あ
い
さ
つ

が
あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
福
岡
副
委
員
長
か

ら
、「
�
飾
支
部
の
発
展
の
た
め

に
ガ
ン
バ
ロ
ウ
」
の
掛
け
声
と
共

に
、
参
加
者
全
員
で
ガ
ン
バ
ロ
ウ

三
唱
を
し
て
終
わ
り
ま
し
た
。

新
し
い
年
を
迎

え
、
早
い
も
の
で
１

月
が
過
ぎ
、
２
月
と

な
り
ま
し
た
。

現
政
党
の
反
対
勢

力
の
政
党
の
「
比
例
代
表
」
で
選

出
さ
れ
た
議
員
が
そ
の
政
党
を
出

て
「
妥
当
現
政
権
」
と
う
た
っ
て

い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
反

対
勢
力
の
、こ
と
も
あ
ろ
う
に「
社

会
保
障
」
と
「
税
金
」
の
大
臣
に

就
任
し
ま
し
た
。

多
分
こ
の
意
図
は
、『
消
費
税

の
増
税
』
を
認
め
れ
ば
『
社
会
保

障
（
国
保
関
係
）』
の
補
助
金
等

は
推
進
し
ま
す
よ
！
っ
て
こ
と
の

よ
う
で
す
が
、
末
端
の
国
民
を
無

視
し
た
上
層
部
と
い
う
か
上
の
方

の
考
え
か
と
思
い
ま
す
が
。

現
政
権
で
進
ん
で
い
る
の
は
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
で
も
国
民
健

康
保
険
で
も
「
切
り
捨
て
ば
か

り
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
と
、「
財

政
が
大
変
」
と
い
い
な
が
ら
、
法

人
税
で
１
兆
５
千
億
円
規
模
の
減

税
、
証
券
優
遇
税
制
は
２
年
間
延

長
を
し
て
い
ま
す
。

大
企
業
・
大
資
産
家
へ
の
減
税

の
ば
ら
ま
き
を
や
り
な
が
ら
、
庶

民
に
は
消
費
税
増
税
と
い
う
の
は

認
め
ら
れ
な
い
こ
と
で
す
。

今
や
る
べ
き
は
、
社
会
保
障
を

削
減
か
ら
拡
充
に
転
換
し
、
大
企

業
・
大
資
産
家
へ
の
行
き
す
ぎ
た

減
税
を
正
し
、
応
分
の
負
担
を
求

め
る
改
革
が
必
要
か
も
。

自
分
た
ち
の
た
め
に
も
、
き
ち

っ
と
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

こ
の
４
月
行
わ
れ
る
選
挙
。
末

端
の
こ
と
、
庶
民
の
こ
と
、
組
合

員
の
こ
と
等
考
え
な
い
と
こ
ろ
に

は
、
選
挙
で
結
果
を
出
す
こ
と

で
、
各
自
の
気
持
ち
を
伝
え
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

東京土建一般労働組合

� 飾 支 部

〒１２４―００１２�飾区立石８―３４―４
電 話 （５６９８）１２６１
ＦＡＸ （５６９８）１２６２
発行人 細 貝 文 洋

今月の�飾組織現勢
２０１１年１月１日現在 ５３８８人
加 入 １１人
転 入 ０人
脱 退 ５８人
転 出 ２人

２０１１年２月１日現在 ５３３９人

日暮里ラングウッドに２１５人が参加

２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗びびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききをををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催
青木区長はじめ４５人の来賓がかけつける

星 谷
委員長

明明
るる
くく
元元
気気
なな
分分
会会
にに

そそ
しし
てて
、、前前
進進
ささ
せせ
るる
��
��
��
��
年年
へへ

��
飾飾
支支
部部
第第
５５８８
回回
定定
期期
大大
会会
告告
示示

本
田
・
柴
又
・
北
水
元
・
幸
田
が
年
間
実
増

確定申告実務相談会
支部事務所で開催します

２月２３日（水）～

旗びらき最後に参加者全員でガンバロウ三唱をしました

年間実増を果たした４分会のみなさん（本田・柴又・北水元・幸田）

第６５５号建 設 者２０１１年２月１６日（１）
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１
月
２４
日
（
月
）「
青
砥
駅
」

で
重
税
反
対
定
例
駅
頭
宣
伝
を
過

去
最
高
の
５
団
体
２４
人
（
う
ち
土

建
７
人
）
の
仲
間
と
と
も
に
行
い

ま
し
た
。

菅
第
２
次
改
造
内
閣
が
発
足
し

ま
し
た
が
、
国
民
の
期
待
は
依
然

と
薄
く
、
い
よ
い
よ
「
社
会
保
障

充
実
を
口
実
に
消
費
税
増
税
」
路

線
を
進
め
る
方
向
性
が
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。

大
寒
は
過
ぎ
た
と
は
言
え
、
ま

だ
ま
だ
吹
き
付
け
る
風
は
冷
た
い

夜
で
し
た
が
、
駅
を
利
用
す
る
人

達
や
買
い
物
の
人
達
に
元
気
良
く

わ
か
り
や
す
く
、
消
費
税
増
税
廃

止
・
大
衆
増
税
反
対
を
訴
え
テ
ィ

ッ
シ
ュ
を
配
り
、
署
名
活
動
を
行

い
学
校
帰
り
の
高
校
生
が
足
を
止

め
集
団
で
署
名
に
応
じ
て
く
れ
ま

し
た
。
高
校
生
な
ど
の
若
い
人
た

ち
も
政
治
に
関
心
を
持
っ
て
い
る

こ
と
を
感
じ
、
こ
の
運
動
の
大
切

さ
を
参
加
者
全
員
で
確
認
し
ま
し

た
。次

回
２
月
２４
日
（
木
）
は
京
成

線
「
立
石
駅
」
に
て
税
対
部
対
応

で
、
駅
頭
宣
伝
を
実
施
し
ま
す
。

確
定
申
告
が
始
ま
り
ま
す

申
告
相
談
会
は
２
月
２３
日

（
水
）
か
ら
３
月
１０
日
（
木
）
ま

で
、
朝
１０
時
か
ら
午
後
４
時
（
土

・
日
除
く
）
組
合
会
館
３
階
大
会

議
室
で
す
。

平
成
２２
年
度
中
の
収
支
の
わ
か

る
書
類
や
各
種
控
除
証
明
書
・
前

回
の
申
告
書
の
控
え
並
び
に
印
鑑

を
持
参
し
て
下
さ
い
。

一
斉
申
告
は
３
月
１１
日

重
税
反
対
一
斉
申
告
（
集
団
申

告
）
は
３
月
１１
日
（
金
）
朝
１０
時

「
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ヒ
ル
ズ
」
に
て

開
催
し
ま
す
。

集
会
後
の
デ
モ
行
進
は
自
転
車

で
の
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
。

１
月
２７
日
（
木
）
午
後
７
時
よ

り
『
１１
国
民
春
闘
総
決
起
集
会
』

が
中
野
ゼ
ロ
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
�
飾
支
部
で
は
１６
人
が
参

加
。
全
体
で
は
地
域
・
産
別
・
国

公
な
ど
１
、０
０
０
人
超
の
参
加

で
、
熱
気
あ
ふ
れ
る
も
の
に
な
り

ま
し
た
。

開
会
の
あ
い
さ
つ
後
に
、
ま

ず
、
い
ま
だ
続
く
不
況
に
よ
る
解

雇
、
派
遣
切
り
な
ど
の
働
く
者
の

厳
し
い
現
状
報
告
な
ど
の
基
調
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

つ
づ
い
て
、
社
会
風
刺
コ
ン
ト

の
元「
ザ
・
ニ
ュ
ー
ス
ペ
ー
パ
ー
」

の
松
本
ヒ
ロ
さ
ん
に
よ
る
政
局
の

風
刺
、
歴
代
総
理
の
物
ま
ね
に
関

心
し
た
り
、
大
笑
い
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
１１
春
闘
の
重
点
に
つ

い
て
の
学
習
を
お
こ
な
い
、
各
労

組
・
地
区
労
・
訴
訟
団
の
代
表
に

よ
る
《
闘
う
春
闘
》
の
決
意
表
明

が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
東
京
土

建
も
参
加
し
て
い
た
全
支
部
が
登

壇
し
、
宮
田
副
委
員
長
か
ら
厳
し

い
現
状
の
訴
え
と
公
契
約
条
例
運

動
の
一
層
の
推
進
と
、
闘
う
決
意

表
明
を
し
、
最
後
に
、
全
体
で
団

結
ガ
ン
バ
ロ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

脱
退
防
止
に
つ
と
め

組
織
人
員
の
回
復
を

１１
年
も
始
ま
り
今
年
も
組
合
員

を
増
や
す
取
り
組
み
行
動
が
始
ま

り
ま
し
た
。
昨
年
は
、
不
況
・
就

業
実
態
調
査
な
ど
に
よ
り
、
大
き

く
組
織
人
員
を
減
ら
す
結
果
と
な

り
ま
し
た
。
今
年
も
引
き
続
き
就

業
実
態
調
査
な
ど
大
変
な
取
り
組

み
を
年
度
末
ま
で
行
う
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
脱
退
の
防
止
に
努

め
、
組
織
人
員
の
回
復
を
め
ざ
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

１
月
は
統
一
行
動
日
を
設
け
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
２
・
３
月
は
、

そ
れ
ぞ
れ
２
日
間
ず
つ
の
行
動
日

が
あ
り
ま
す
。

昨
年
７
月
末
か
ら
取
り
組
ん
で

い
る
就
業
実
態
申
告
書
の
提
出
さ

れ
て
い
な
い
方
は
、
提
出
を
お
願

い
し
ま
す
。
土
建
国
保
に
加
入
さ

れ
て
い
る
方
全
員
の
取
り
組
み
で

す
。

２
月
５

日
現
在
、

４
４
２
６

人
中
、
４

１
７
４
人

の
提
出
が

あ
り
、
約

５
％
の
２

５
２
人
の

方
が
未
提

出
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
で
９５

％
の
方
の
提
出
が
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
だ
提
出
さ
れ
て
い
な
い
方

は
、
申
告
書
の
記
入
と
添
付
書
類

（
建
設
業
従
事
者
の
証
明
）
を
そ

え
て
ご
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
提
出
さ
れ
た
方
の
中

で
、
８
２
１
人
の
方
の
書
類
が
、

添
付
書
類
が
な
い
、
書
き
方
が
不

完
全
な
書
類
と
し
て
支
部
事
務
所

で
保
留
の
書
類
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
方
に
は
、
分
会
役
員
・

担
当
書
記
か
ら
直
接
連
絡
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
完
全

な
書
類
に
す
る
た
め
に
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

不
明
な
点
は
支
部
事
務
所
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

１
月
２６
日
�
飾
支
部
事
務
所
に

て
、『
手
間
請
け
就
労
者
の
「
労

働
者
性
問
題
」
学
習
会
』
を
開
催

し
ま
し
た
。
参
加
者
は
産
業
対
策

部
員
を
中
心
に
３６
人
。
講
師
は
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
建
設
政
策
研
究
所
よ
り

越
智
今
日
子
理
事
に
来
て
頂
き
ま

し
た
。

越
智
さ
ん
の
講
演
で
は
、「
か

つ
て
一
人
親
方
と
呼
ば
れ
て
い
た

方
は
、
新
築
工
事
を
受
け
た
場

合
、
自
分
で
資
材
や
人
を
集
め
工

事
を
完
成
さ
せ
る
方
を
呼
ん
で
い

た
が
、
今
日
的
な
一
人
親
方
は
、

手
間
請
就
労
の
労
働

者
も
含
め
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。」

「
一
人
親
方
に
な
っ

た
き
っ
か
け
は
、
か

つ
て
は
収
入
増
を
見

込
ん
で
一
人
親
方
に

な
っ
て
い
た
が
、
現

在
で
は
景
気
の
落
ち

込
み
な
ど
で
、
事
業

主
が
常
用
の
従
業
員

と
し
て
雇
用
で
き
な

く
な
っ
た
な
ど
の
経

済
的
理
由
で
一
人
親

方
化
（
手
間
請
け
就

労
）
が
進
ん
で
し
ま

っ
て
い
る
」
と
い
っ
た
情
勢
や
背

景
に
つ
い
て
の
内
容
や
、「
一
人

親
方
に
な
っ
た
こ
と
で
、
労
災
保

険
の
加
入
な
ど
経
済
的
な
負
担
が

増
え
る
」「
雇
用
保
険
に
加
入
が

で
き
な
い
の
で
仕
事
を
辞
め
て
も

補
償
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な

い
」
な
ど
と
い
っ
た
負
担
や
不
安

を
抱
え
て
い
る
問
題
が
挙
げ
ら
れ

ま
し
た
。

講
演
の
最
後
に
、「
手
間
請
け

就
労
者
の
労
働
条
件
を
守
り
向
上

さ
せ
る
に
は
、
労
働
法
な
ど
の
法

律
を
整
備
す
べ
き
だ
」
と
の
提
言

が
あ
り
、
そ
の
後
の
質
疑
応
答
で

は
、
積
極
的
な
意
見
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

手
間
請
け
就
労
の
広
が
り
は
、

建
設
産
業
の
低
賃
金
・
低
単
価
を

生
み
出
し
て
い
る
問
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。
今
後
も
労
働
者
性
確
立

を
求
め
、
こ
の
問
題
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

中
野
ゼ
ロ
で
春
闘
決
起
集
会

『
闘
う
春
闘
』１
０
０
０
人
が
団
結

青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青砥砥砥砥砥砥砥砥砥砥砥砥砥砥砥砥砥砥砥砥砥砥砥砥砥砥砥砥砥砥砥砥砥砥砥砥砥砥砥砥砥砥砥砥砥砥駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅でででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででで増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対訴訴訴訴訴訴訴訴訴訴訴訴訴訴訴訴訴訴訴訴訴訴訴訴訴訴訴訴訴訴訴訴訴訴訴訴訴訴訴訴訴訴訴訴訴訴ええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
若い人達も政治に関心
集団で署名に応てくれる

春一番拡大到達表

就
業
実
態
申
告
の
調
査
に
ご
協
力
を

１
０
０
０
を
超
え
る
不
備
・
未
提
出

労
働
者
性
学
習
会
を
開
催

手
間
請
け
就
労
問
題
を
学
ぶ

講
師
に
越
智
今
日
子
理
事

２０１１年
１月１日付

２０１１年
２月１日付

１月比
増減

目標 加入者
春一番拡大 成果表
２月４日現在

新 小 岩 １３２ １３１ －１ ３ ０ 増減▼１

西新小岩 １１１ １１１ ０ ３ ０ 増減０

東新小岩 ３５１ ３４７ －４ ９ ２ 増減▼４

奥 戸 ５１６ ５０３ －１３ １３ ５ 増減▼１３

本 田 １９７ １９５ －２ ５ １ 増減▼２

立 石 １５６ １５４ －２ ４ ０ 増減▼２

青 戸 ２２５ ２２２ －３ ６ ０ 増減▼３

お花茶屋 ２１８ ２１８ ０ ５ １ 増減０

堀 切 ２８５ ２８７ ２ ７ ４ 増減◎２

二 葉 ２５１ ２４９ －２ ６ ３ 増減▼２

西亀有① １６８ １６６ －２ ４ ０ 増減▼２

西亀有② １０２ １０１ －１ ３ ０ 増減▼１

亀 有 ２４３ ２４２ －１ ６ ２ 増減▼１

細 田 ２１６ ２１３ －３ ５ ０ 増減▼３

高 砂 ２４６ ２４２ －４ ６ ０ 増減▼４

柴 又 ２５４ ２５５ １ ６ １ 増減◎１

新 宿 １６５ １６４ －１ ４ １ 増減▼１

金 町 １６６ １６６ ０ ４ ０ 増減０

東 金 町 １７０ １７０ ０ ４ １ 増減０

東 水 元 ２８４ ２８３ －１ ７ ０ 増減▼１

北 水 元 ２７１ ２６７ －４ ７ ０ 増減▼４

幸 田 ２５７ ２５８ １ ６ ３ 増減▼１

飯 塚 １６０ １５７ －３ ４ ０ 増減▼３

そ の 他 ２３９ ２３８ －１ ８ ０ 増減▼１

合 計 ５３８３５３３９ －４４ １３５ ２４ １月１２人 ２月１２人

１月１日付人員比 マイナス ４４人

◇春一番拡大統一行動日
２月１４・１５日（月・火）
３月１０・１１日（木・金）

会
場
一
体
と
な
り
団
結
ガ
ン

バ
ロ
ウ

３６人が参加した労働者性問題の学習会

就業実態申告書を完全に

増税反対署名をする子どもたち

（２）第６５５号建 設 者２０１１年２月１６日
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地地
元元
のの
人人
とと
もも
交交
流流

平
成
２３
年
１
月
９
日
（
日
）
に

�
飾
支
部
敷
地
で
、
後
継
者
対
策

部
主
催
の
新
春
餅
つ
き
大
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

�
飾
支
部
で
行
わ
れ
る
餅
つ
き

大
会
は
今
年
で
２
年
目
の
行
事
と

な
り
ま
し
た
が
、
前
回
は
餅
つ
き

が
好
評
で
午
前
中
で
終
了
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
こ
と
の
反
省
に
よ

り
、
今
回
は
大
勢
の
参
加
者
が
餅

つ
き
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
、
材
料
を
多
く
準
備
し
、
当

日
を
迎
え
ま
し
た
。

当
日
は
好
天
に
も
恵
ま
れ
、
参

加
し
た
２
５
０
人
の
来
場
者
に
対

し
、
つ
き
た
て
の
餅
、
芋
汁
が
振

る
舞
わ
れ
、
餅
つ
き
、
青
年
部
主

催
の
射
的
ゲ
ー
ム
、
ピ
エ
ロ
の
ト

ム
ト
ム
の
風
船
や
手
品
の
シ
ョ
ー

で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

当
日
の
準
備
も
含
め
て
、
朝
早

い
時
間
帯
か
ら
お
手
伝
い
頂
い
た

後
継
者
対
策
部
員
、
青
年
部
員
、

主
婦
の
会
会
員
、
そ
の
他
組
合
員

の
皆
様
の
ご
協
力
で
新
春
餅
つ
き

大
会
は
大
成
功
で
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

現
在
青
年
部
の
部
長
で
あ
る

阿
久
津
大
造
さ
ん
（
奥
戸
・
２５

歳
）。
昨
年
１０
月
２６
日
、
美
香

さ
ん
と
入
籍
を
し
、
ご
結
婚
さ

れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

昨
年
の
建
設
者
１
月
号
で
、

「
今
年
は
身
を
固
め
た
い
」
と

１
年
の
抱
負
を
語
っ
た
通
り
、

有
言
実
行
。
長
年
付
き
合
っ
て

き
た
美
香
さ
ん
と
め
で
た
く
ゴ

ー
ル
イ
ン
し
ま
し
た
。

そ
ん
な
大
造
さ
ん
は
役
所
に

届
け
出
る
時
、「
ド
キ
ド
キ
し

て
、
恥
ず
か
し
か
っ
た
。」
と

そ
の
時
の
心
境
を
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
将
来
の
こ
と

を
聞
く
と
、「
子
ど
も
は
２
・

３
人
は
欲
し
い
で
す
。
明
る
く

楽
し
い
家
庭
を
築
い
て
い
き
た

い
で
す
ね
。」
と
も
。

現
在
、
活
動
中
の
青
年
部
に

つ
い
て
は
、「
世
代
交
代
が
迫

っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

自
分
よ
り
若
い
人
を
増
や
し

て
、
今
の
役
目
を
バ
ト
ン
タ
ッ

チ
し
て
い
き
た
い
で
す
。」
と

も
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

末
永
く
お
幸
せ
に
！

１
月
３０
日
（
日
）
田
町
ハ
イ
レ
ー
ン

で
、
今
年
度
で
最
後
の
大
会
と
な
る
本

部
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
各
支
部
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
代
表

３８
チ
ー
ム
が
参
加
す
る
な
か
、
�
飾
支

部
か
ら
は
、
奥
戸
分
会
（
阿
久
津
大
造

さ
ん
・
永
堀
瑞
樹
さ
ん
・
佐
藤
雅
彰
さ

ん
・
坂
本
香
さ
ん
・
小
泉
昭
二
さ
ん
）

が
代
表
で
参
加
し
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
�
飾
支
部
３
連
覇
を
か

け
臨
ん
だ
奥
戸
分
会
で
し
た
が
、
健
闘

む
な
し
く
４
位
と
い
う
残
念
な
結
果
と

な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
で
も
個
人
賞

で
は
、
坂
本
香
さ
ん
が
３
位
と
健
闘
。

最
後
の
大
会
で
有
終
の
美
を
飾
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
代
表
と

し
て
誇
れ
る
熱
戦
を
演
じ
て
く
れ
ま
し

た
。
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

１
月
２３
日
（
日
）
東
京
土
建
本

部
で
、
毎
年
恒
例
の
将
棋
大
会
を

開
催
。
各
支
部
か
ら
腕
に
覚
え
の

あ
る
参
加
者
が
集
ま
り
、
４
つ
の

ク
ラ
ス
に
わ
か
れ
て
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
昨
年
Ｃ
ク
ラ
ス
で

優
勝
し
た
実
績
が
あ
る
高
橋
清
さ

ん
（
本
田
）
は
、
今
年
は
ク
ラ
ス

を
上
げ
て
、
Ｂ
ク
ラ
ス
（
２
・
３

段
）
に
参
加
。
レ
ベ
ル
が
上
が
っ

た
に
も
関
わ
ら
ず
、
３
位
入
賞
を

果
た
し
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

「
初
戦
を
ミ
ス
で
落
と
し
て
し

ま
い
、
結
局
３
勝
１
敗
で
し
た
。

本
当
は
優
勝
し
た
か
っ

た
で
す
。
や
は
り
、
ク

ラ
ス
を
上
げ
る
と
レ
ベ

ル
が
大
き
く
違
い
ま
し

た
。
事
前
に
練
習
し
て

感
覚
を
戻
し
て
い
れ

ば
、
力
を
発
揮
で
き
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

来
年
こ
そ
は
優
勝
を
め

ざ
し
て
、
ゆ
く
ゆ
く
は

Ａ
ク
ラ
ス
優
勝
者
だ
け

に
手
渡
さ
れ
る
ト
ロ
フ

ィ
ー
を
�
飾
支
部
に
持

ち
帰
り
た
い
で
す
。」

と
力
強
く
語
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

職
長
安
全
講
習
に

２３
人
が
受
講
し
合
格

１
月
２９
日
（
土
）
３０
日
（
日
）

と
２
日
間
に
わ
た
り
、
�
飾
支
部

会
館
に
て
、【
職
長
安
全
衛
生
責

任
者
講
習
】
を
開
催
し
ま
し
た
。

申
し
込
ん
だ
受
講
者
は
、
合
計
２３

人
（
う
ち
�
飾
支
部
組
合
員
１３

人
）
で
し
た
。

Ｄ
Ｖ
Ｄ
や
講
義
、
２
組
に
分
か

れ
て
の
グ
ル
ー
プ
討
論
と
講
習
の

中
身
が
濃
い
の
に
プ
ラ
ス
し
て
、

合
計
１４
時
間
の
長
丁
場
で
も
あ
り

ま
し
た
。

２
日
間
熱
心
に
受
講
し
た
成
果

も
あ
っ
て
、
全
員
が
合
格
を
し
ま

し
た
。
受
講
者
の
皆
様
本
当
に
お

疲
れ
様
で
し
た
。

組
合
員
か
ら
の
要
望
か
ら
、
４

月
１
日
か
ら
建
築
士
が
対
象
の
賠

償
責
任
保
険
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。
こ
の
保
険
は
、
東
京
土
建
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
建
築
士
事
務
所
を
対

象
と
し
た
プ
ラ
ン
で
す
。
最
低
保

険
料
が
年
間
で
７
、０
０
０
円
と

加
入
し
や
す
い
掛
金
も
魅
力
の
ひ

と
つ
で
す
。

現
在
募
集
中
で
す

設
計
業
務
に
起
因
す
る
事
故
を

補
償
す
る
内
容
で
、
２
月
か
ら
募

集
が
始
ま
り
、
４
月
１
日
か
ら
補

償
開
始
と
な
り
ま
す
。

組
合
員
向
け
の
保
険

２
０
０
７
年
６
月
に
施
行
さ
れ

た
改
正
建
築
士
法
に
よ
り
、「
建

築
士
事
務
所
の
開
設
者
は
、
設
計

等
を
委
託
し
よ
う
と
す
る
者
の
求

め
に
応
じ
、
結
成
等
の
業
務
に
関

し
生
じ
た
損
害
を
賠
償
す
る
た
め

に
必
要
な
金
額
を
担
保
す
る
た
め

の
保
険
契
約
の
締
結
そ
の
他
の
措

置
を
講
じ
て
い
る
場
合
に
あ
た
っ

て
は
、
そ
の
内
容
を
記
録
し
た
書

類
を
閲
覧
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」（
第
２４
条
の
６
）
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
今
ま
で
こ

の
保
険
の
取
り
扱
い
は
、
建
築
士

関
連
の
団
体
に
加
入
し
た
上
で
、

保
険
に
入
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

が
、
東
京
土
建
で
、
組
合
員
向
け

に
窓
口
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

詳
し
く
は
、
支
部
事
務
所
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
東
京
土
建
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
」
は
国

土
交
通
省
の
登
録
講
習
機
関
と
し

て
新
た
に
設
立
さ
れ
、
管
理
建
築

士
、
建
築
士
の
定
期
講
習
を
行
っ

て
い
ま
す
。
未
受
講
の
方
は
必
ず

受
講
く
だ
さ
い
。

管
理
建
築
士
は
管
理
建
築
士
講

習
を
、
ま
た
業
務
に
携
わ
っ
て
い

る
建
築
士
は
３
年
ご
と
に
定
期
講

習
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
経

過
措
置
期
間
内
に
修
了
し
な
い
場

合
は
、
登
録
の
取
り
消
し
や
懲
戒

処
分
の
対
象
に
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

◆
管
理
建
築
士
講
習

日
時
…
３
月
１９
日
（
土
）

締
切
…
３
月
４
日
（
金
）

受
講
料
…
１
２
、０
０
０
円

◆
一
級
建
築
士
定
期
講
習

日
時
…
３
月
７
日
（
月
）

締
切
…
２
月
１８
日
（
金
）

受
講
料
…
１
０
、０
０
０
円

後後
継継
者者
主主
催催

新新
春春
餅餅
つつ
きき
大大
会会

�
�
�
人
に
餅
と
芋
汁
ふ
る
ま
う

�
飾
支
部
の
敷
地
内
で
開
催

青
年
部
長
の
阿
久
津
大
造
さ
ん
が
結
婚

有
言
実
行

美
香
さ
ん
と
ゴ
ー
ル
イ
ン

最後の本部ボウリング大会

奥奥戸戸はは惜惜ししくくもも��位位 ��連連覇覇ななららずず……
個人賞で坂本さんが�位に入賞

本
部
将
棋
大
会

高
橋
清
さ
ん（
本
田
）が
３
位
入
賞

『
来
年
こ
そ
は
優
勝
を
め
ざ
す
』

建建
築築
士士
賠賠
償償
責責
任任

保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保
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建建
築築
士士
事事
務務
所所
がが
対対
象象
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をををををををををををををををををををををををををををををををををを

４位健闘の奥戸チーム

モチのつき上がりを待ってる人のためにも一生懸命ついてます

個人３位の坂本さん

新しくできた建築士賠償責任
保険のパンフレット

２日開催の講習会

おめでとう！

左２人目が３位入賞の高橋さん

青年部長の
阿久津大造さん

第６５５号建 設 者２０１１年２月１６日（３）
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� お得な特典

いっぱい
お得な特典
いっぱい

現
在
区
内
で
52
店
が
登
録
店

現
在
区
内
で
52
店
が
登
録
店

を
使
お
う

を
使
お
う

フ
ァ
ミ
リ
ー
カ
ー
ド

フ
ァ
ミ
リ
ー
カ
ー
ド

フ
ァ
ミ
リ
ー
カ
ー
ド

フ
ァ
ミ
リ
ー
カ
ー
ド

葛
飾
区
内
に
新
た
に
５
店
の
提
携
店

葛
飾
区
内
に
新
た
に
５
店
の
提
携
店

金町の【やるき茶屋】

金町の【歌うんだ村】

新小岩の【玉泉院】

新
た
に
フ
ァ
ミ
リ
ー
カ
ー
ド
の

新
規
加
入
店
が
５
店
増
え
、
現
在

�
飾
区
内
に
５２
件
お
店
が
提
携
店

と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
お

得
な
サ
ー
ビ
ス
特
典
を
利
用
し
て

み
て
は
い
か
が
で
す
か
？

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
に
は
、
フ

ァ
ミ
リ
ー
カ
ー
ド
を
そ
の
場
で
見

せ
て
下
さ
い
ね
。

中
華
つ
け
麺
大
王

東
新
小
岩
店

【
１２
席
あ
る
お
座
席
と
早
朝
４
時

ま
で
営
業
中
】

・
サ
ー
ビ
ス
…
餃
子
半
額

４
５
０
円
が
２
２
５
円
に

・
住
所
…
東
新
小
岩
５
�
１４
�
１

栄
コ
ー
ポ
Ｆ
１

・
電
話
…
０３
�
３
６
９
６
�
６
４

９
６

や
る
き
茶
屋

金
町
店

【
家
庭
的
で
明
る
い
店
。
刺
身
が

新
鮮
で
う
ま
い
。】

・
サ
ー
ビ
ス
…
飲
食
代
お
会
計
時

に
１０
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ

（
他
の
サ
ー
ビ

ス
と
の
併
用
は
で
き
ま
せ
ん
）

・
住
所
…
金
町
６
�
４
�
１

金

町
木
下
ビ
ル
２
Ｆ

・
電
話
…
０３
�
３
６
２
７
�
６
３

２
１歌

う
ん
だ
村

金
町
店

【
居
酒
屋
メ
ニ
ュ
ー
の
カ
ラ
オ
ケ

店
で
す
。】

・
サ
ー
ビ
ス
…
飲
食
代
お
会
計
時

に
１０
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ

（
他
の
サ
ー
ビ

ス
と
の
併
用
は
で
き
ま
せ
ん
）

・
住
所
…
金
町
６
�
４
�
１

金

町
木
下
ビ
ル
２
Ｆ

・
電
話
…
０３
�
３
６
２
７
�
６
３

２
１居

酒
屋

奥
夜
路

【
旨
い
料
理
と
マ
マ
の
笑
顔
】

・
サ
ー
ビ
ス
…
お
通
し
サ
ー
ビ
ス

・
住
所
…
西
水
元
５
�
８
�
７

・
電
話
…
０３
�
３
６
０
０
�
８
８

９
９

サ
ン
セ
ル
モ
玉
泉
院

新
小
岩
会
館

【
優
し
く
温
か
な
お
見
送
り
を
お

手
伝
い
い
た
し
ま
す
】

・
サ
ー
ビ
ス
…
①
自
社
葬
儀
会
館

使
用
料
が
無
料

②
祭
壇
金
額
の

２０
％
引
き

・
住
所
…
新
小
岩
１
�
２１
�
７

・
電
話
…
０３
�
５
６
６
３
�
７
４

４
４厚

生
文
化
部
で
取
組
む

今
回
提
携
い
た
だ
い
た
新
た
な

提
携
店
は
、
昨
年
末
ま
で
厚
生
文

化
部
で
取
り
組
ん
だ
成
果
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
そ
の
他
に
も
提
携
店

が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
の
で
、
ど

ん
ど
ん
利
用
し
て
み
て
は
い
か

が
？

【
建
長
会
・
事
務
局
長
・
田
島

宗
吉
】
真
冬
の
朝
、
冷
え
た
空
気

の
中
で
見
上
げ
る
空
が
ど
ん
よ
り

と
曇
っ
て
い
た
。
さ
ぁ
…
出
発
で

す
。
建
長
会
の
友
達
は
皆
元
気
イ

ッ
パ
イ
で
す
。
ま
だ
ま
だ
、
若
い

人
達
で
す
。

一
番
乗
車（
バ
ス
）は
６
時
半
、

二
番
乗
車
、
三
番
乗
車
と
続
き
、

最
後
の
乗
車
は
７
時
半
で
し
た
。

さ
ぁ
…
本
番
。
発
車
オ
ー
ラ
イ
で

す
。高

速
自
動
車
道
に
入
る
と
「
関

越
道
路
」。
空
は
晴
れ
て
き
て
、

青
空
で
す
。
東
松
山
を
通
過
す
る

こ
ろ
よ
り
、
日
本
一
の
富
士
山
の

雄
姿
を
眺
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
ま
た
、
上
毛
三
山「
赤
城
山
、

榛
名
山
、
妙
義
山
」
の
姿
を
正
面

よ
り
眺
め
、
さ
ぁ
、
四
万
温
泉
に

到
着
で
す
よ
。

小
雪
が
降
っ
て
き
た
。
温
泉
に

入
ろ
う
。
仲
間
と
一
緒
で
ワ
イ
ワ

イ
で
す
。
降
る
雪
を
見
な
が
ら
の

入
浴
、
そ
し
て
、
昼
食
の
宴
会
。

楽
し
く
歌
あ
り
、
話
あ
り
、
時
間

が
過
ぎ
て
い
く
。

も
う
出
発
時
間
で
す
よ
。
い
い

で
す
か
？
人
数
は
Ｏ
Ｋ
で
す
か
？

帰
り
前
橋
の
赤
城
山
麓
の
酒
蔵
に

て
、
ち
ょ
っ
と
一
杯
で
す
よ
。
二

杯
は
ダ
メ
で
す
よ
。
そ
し
て
、
車

・
車
・
車
。
出
発
地
ま
で
無
事
到

着
で
す
。

１２
時
間
の
遠
足
良
か
っ
た
ね
。

ま
た
行
こ
う
ね
。

１０
年
４
月
に
小
学
校
・
中
学
校
に
入
学
を
し
た
お

子
さ
ん
を
お
持
ち
の
組
合
員
さ
ん
、『
新
入
学
祝
金
』

の
申
請
は
済
ん
で
ま
す
か
？

ま
だ
の
方
は
、
今
年
の
３
月
が
申
請
の
受
付
の
最

後
と
な
り
ま
す
。
３
月
の
群
会
議
で
申
請
書
と
添
付

書
類
を
添
え
て
、
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

申
請
で
、
５
０
０
０
円
の
図
書
カ
ー
ド
が
も
ら
え

ま
す
ヨ
。

※
１１
年
４
月
に
入
学
を
控
え
た
お
子
さ
ん
の
い
る

組
合
員
さ
ん
の
申
請
は
、
４
月
以
降
に
な
り
ま
す
。

建建長長会会のの日日帰帰りりババスス旅旅行行（（１１月月２２７７日日））

降降るる雪雪見見ななががらら温温泉泉入入浴浴
群馬 四万温泉へ 一日楽しむ

６１人が参加した建長会日帰りバス旅行 １月２７日四万温泉へ

東新小岩の【つけ面大王】

西水元の【奥夜路】

新新
入入
学学
祝祝
金金
申申
請請

締締
切切
間間
近近

（４）第６５５号建 設 者２０１１年２月１６日


